
2003年出上の木簡

あ
ら

じ

に
し

の

あ
と

福
岡
。在
自
西
ノ
後
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
宗
像
郡
津
屋
崎
町
大
字
在
自
字
西
ノ
後

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
次
調
査
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
四
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
津
屋
崎
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
上
浩
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
中
頃
―

一
三
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

津
屋
崎
町
は
、
玄
界
灘
に
面
す
る
地
理
的
環
境
に
よ
り
、
古
く
か
ら
大
陸
系

の
遺
構

。
遺
物
が
出
土
す
る
地
域
で
あ
る
。
調
査
地
は
、
玄
界
灘
か
ら
約
八
〇

Ｏ
ｍ
入
っ
た
低
地
に
位
置
す
る
。

周
囲
は
近
世
以
降
の
干
拓
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
埋
立
地
で
あ

り
、
遺
跡
周
辺
は
海
に
接
す
る

か
、
極
め
て
近
い
位
置
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。

崎
　
本
遺
跡
の
特
徴
は
、
朱
か
ら

瀧
も
た
ら
さ
れ
た
龍
泉
窯
系
。同

安
窯
系
の
青
磁
、
白
磁
、
陶
器

な
ど
の
貿
易
陶
磁
器
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第

一

次
調
査

・
第
二
次
調
査
で
は
墨
書
を
有
す
る
も
の
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
第

一

次
調
査
で
は

「大
」
０
百
一

「十
」
「綱
」
の
四
点
、
第
二
次
調
査
で
は

「壽
」

「王
千
」
の
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。
「綱
」
は
貿
易
商
人
で
あ
る

「綱
首
」

も
し
く
は
貿
易
品
の
単
位
と
し
て
の

「綱
」
、
「王
千
」
は
中
国
人
名
を
指
す
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
宋
と
の
貿
易
に
関
係
の
深
い
遺
物
で
あ
る
。

当
時
の
宗
像
地
域
と
宋
の
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
を
示
す
事
例
は
多
い
。
例

え
ば
、
遺
跡
に
隣
接
し
て

「唐
防
地
」
（古
く
は
唐
坊
と
表
記
）
と
い
う
地
名
が

残

っ
て
い
る
。
こ
れ
は

「博
多
津
唐
房
」
に
代
表
さ
れ
る
、
宋
人
の
居
留
地
を

指
す
地
名
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
時
の
宗
像
大
宮
司
家
が
宋
の
貿
易
商

人
の
娘
を
三
代
に
わ
た
っ
て
妻
と
し
て
迎
え
て
い
る
こ
と
、
博
多
綱
首
謝
国
明

が
宗
像
社
領
で
あ
る
小
呂
島
に
お
い
て
、
宗
像
社
に
対
し
て
社
役
を
勤
め
る
な

ど
の
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
だ
検
討
の
余
地
は
残

る
が
、
本
遺
跡
は
宋
と
の
貿
易
に
関
わ
る
可
能
性
が
高
い
。

今
回
の
調
査
で
検
出
し
た
遺
構
に
は
、
溝
、
井
戸
、
土
器
溜
り
、
土
坑
、
柱

穴
が
あ
る
。
井
戸
、
土
坑
の
時
期
は
、
出
土
し
た
土
器
か
ら

一
二
世
紀
後
半
頃

に
比
定
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
溝
、
土
器
溜
り
は
、
鏑
連
弁
文
を
有
す
る
龍

泉
窯
系
青
磁
椀
の
よ
う
な

一
三
世
紀
に
降
る
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
時
期
的

に
や
や
降
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
径
四
ｍ
ほ
ど
の
円
形
の
上
坑
Ｓ
Ｋ
Ｏ
九
で
あ
る
。

第
二
次
調
査
で
北
側
半
分
を
調
査
し
、
第
三
次
調
査
で
調
査
区
を
拡
張
し
て
残



り
部
分
を
調
査
し
た
。
深
さ
約

一
ｍ
、
途
中
に
一
段
テ
ラ
ス
を
も
つ
。
遺
跡
所

在
地
の
地
下
水
位
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
井
戸
に
用
い
ら
れ
た
板
材

・
山
物

は
良
好
な
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
遺
物
に
お
い
て
も
、
木
簡
以
外
の
木
製
品
も

い
く
つ
か
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
は
底
付
近
か
ら
出
土
し
た
が
、
湧
水
が
激
し

か
っ
た
た
め
、
正
確
な
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

共
伴
遺
物
は
、
土
師
器
、
瓦
器
、
貿
易
陶
磁
器
、
木
製
品
な
ど
で
、
松
毬
、

本
の
枝
な
ど
も
含
む
こ
と
か
ら
、
ご
み
穴
と
し
て
の
用
途
を
推
測
し
て
い
る
。

出
土
し
た
貿
易
陶
磁
器
は
一
二
世
紀
後
半
頃
の
も
の
で
、　
三
二
世
紀
ま
で
は
降

ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
先
に
紹
介
し
た

「王
千
」
「壽
」
の
墨
書
磁
器
は
、
本

遺
構
北
半
か
ら
出
上
し
て
い
る

（第
二
次
調
査
）。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「　
き
の
か
た
に
同
日
日
回

□
か
り
つ
く
４
日
Ｈ
日
□

さ
の
日
――
□
く
き
ほ
日
川
回

。
「
こ
の
く
き
の
か
た
□
く
り
□

日
Ｈ
日
□
い
そ
き
日
日
日
□

十
二
月
初
三
口
虎
　
　
　
　
（］じ

器
受
ヽ
ｏｓ

②
　
。
「
＜
代
　
一
貫
二
百
」

。
「
＜
百
五
十
十
二
年
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ泉
］叉
や
寓
］

い
は
仮
名
書
き
の
文
書
木
簡
の
断
片
。
下
部
が
欠
損
す
る
た
め
原
形
を
知
り

え
な
い
。
十
二
月
三
日
付
で
差
出
人
は
虎
某
、
宛
先
は
不
詳
で
あ
る
。
文
意
は

取
り
難
い
が
、
一暴
面
の

「
い
そ
き

（急
ぎ
と

か
ら
急
用
を
連
絡
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

②
は
銭
の
付
札
。
上
部
の
両
端
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
部
は
切
り
折
り
。

当
初
は
片
面
に

一
貫
三
百
と
書
き
、
恐
ら
く

一
二
〇
〇
枚
相
当
の
銭
に
付
け
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
、　
三

一年
に
百
五
十
文
使
用
し
た
、
あ
る
い
は
使
用

の
結
果
百
五
十
文
に
減

っ
て
い
た
こ
と
を
、
裏
面
に
記
載
し
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、　
三

一年
ま
で
続
く
年
号
は
、　
一
〇
世
紀
の
延
喜
年
間

（九
〇
一
―
九
二

三
）
か
ら

一
三
世
紀
半
ば
の
文
永
年
間

（
〓
三
ハ
四
ｔ
〓
一七
五
）
ま
で
の
間
に

は
、
日
本
で
は
存
在
し
な
い
。
中
国
南
宋
の
年
号
に
紹
興

（
一
〓
三

―
一
三
ハ

一こ
、
淳
熙

盆

一
七
四
―
一
一
九
〇
）
が
あ
る
が
、
関
係
す
る
か
否
か
は
詳
ら

か
に
し
得
な
い
。
木
簡
の
記
載
を
銭
貨
の
使
用
記
録
と
み
れ
ば
、
「百
、
五
十
、

十
」
コ
一年
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
際
し
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
綾
村
宏
氏
、
渡

辺
晃
宏
氏
、
吉
川
聡
氏
、
馬
場
基
氏
、
山
本
崇
氏
、
九
州
大
学
の
佐
伯
宏
次
氏

に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

津
屋
崎
町
教
育
委
員
会

『在
自
西
ノ
後
遺
跡
Ⅱ
』
０
一〇
〇
四
年
）（田
上
浩
司
）



)(

(2)赤外線デジタル写真

2003年出土の木簡

(1)赤外線デジタル写真

木
片

の
調
達
環
境
と
木
簡

『大
学
府
史
跡
出
土
木
簡
概
報

（
二
産

一
三

〓
一号
木
簡
下
部
の
左
側

に
は
枝
が
生
え
て
い
る
。
側
面
は
由
面
を
呈
し
、
樹
度
を
は
い
で
多
少
の

調
整
を
加
え
、
面
取
り
を
し
て
平
坦
面
を
作

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「木
簡
Ｈ
板
材
」
が
普
通
だ
が
、
書
写
の
材
料
の
木
片
は
、
木
片
調
達

状
況
に
応
じ
て
多
様
で
あ
ろ
う
。
造
営
工
事
な
ど
の
木
片
が
豊
富
な
都
城

と
、
地
方
官
衛
で
は
状
況
は
異
な
る
。
地
域
に
よ
る
書
写
材
料
の
調
達
方

法
の
違
い
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｓ

（「推
論
機
能
を
有
す

る
木
簡
な
ど
出
土
文
字
資
料
の
文
字
自
動
認
識
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
研
究
代
表

者

・
渡
辺
晃
宏
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




